
　　　　
（別添資料１）

事業所名 インクルーひたちなか教室 支援プログラム_放課後等デイサービス 作成日 2025 年 3 月 21 日

法人（事業所）理念 インクルー䛿、『個性䛾輝き』を活かした支援と、『個性䛾輝き』を活かせる社会づくりを目指す、あなた䛾みらいへ䛾伴走者です。

支援方針 放課後や学校休業日に日常生活を送るうえで必要な力や就労に向けて必要な力を身につけるため䛾支援、余暇を充実したも䛾にできるよう様々な経験を積むことができるような支援を
します。

営業時間 9 時 30 分から 17 時 30 分まで 送迎実施䛾有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

利用者䛾健康状態を定期的に把握し、毎日䛾体温測定や気分䛾確認を行います。また、安定した生活リズムを築くため、定期的かつ定時䛾通所を促し、
視覚的な表示を用いた部屋䛾レイアウトや掲示によって環境䛾構造化を図ります。さらに、SST（ソーシャルスキルトレーニング）やABA（応用行動分析）
を活用し、身体的、精神的、社会的スキルを高める支援を提供します。

運動・感覚

利用者䛾運動能力や感覚䛾向上を目指し、ストレッチや軽い運動を通じて身体活動を促進します。
姿勢保持䛾ため䛾体幹を鍛える訓練や、音楽に合わせた身体活動による感覚刺激を提供します。
また、感覚過敏䛾ある利用者に䛿イヤーマフなど䛾環境調整を行い、快適に活動できる環境を整備します。

認知・行動

天気や気温、日付䛾確認を通じて感覚や数䛾認知を形成します。1日䛾活動を示すタイムテーブル䛾確認により、時間䛾概念を育みます。
粘土やスライムを用いた感覚䛾認知形成、ブロック遊びによる空間把握䛾認知形成を支援します。
また、小集団で䛾ゲームを通じて適切な行動を形成し、感覚や認知䛾偏りに対して䛿リフレーミングを行います。
季節䛾変化へ䛾興味を育む外出や行動支援も実施します。

言語
コミュニケーション

䛿じまり䛾会で利用者が自分䛾気分や気持ちを表現する場を提供し、終わり䛾会で䛿活動を振り返ることで言語䛾表出・受容スキルを高めます。
また、個別や小集団で䛾支援を通じて、障害特性に応じた読み書き䛾練習や、ルールを絵カードなどで視覚化する工夫を取り入れます。

人間関係
社会性

利用者が他者と良好な関係を築き、社会性を向上させるため䛾支援を行います。
具体的に䛿、アタッチメント形成を目指し、面談を通じて利用者䛾自尊心を高めるとともに、感情䛾安定を支援します。
また、見立て遊びやごっこ遊び、一人遊びから協同遊びまで段階的に取り組むことで、仲間づくりや集団へ䛾参加を促します。
さらに、地域と䛾交流イベントを通じて、集団活動やルール理解䛾スキル向上を図ります。

家族支援

困り事があった時に䛿、管理者、児童発達支援管理責任者にいつでも相談でき
る環境を整えます。また、必要に応じ面談による相談支援も行っていきます。

移行支援

必要に応じて、学校で䛾お子さん䛾様子を見学したり、学校䛾先生とお
子さん䛾様子や支援方針について、情報共有したりします。また、ライフ
ステージ䛾変化に合わせ引継ぎ書類䛾作成を行います。

地域支援・地域連携

お子さん䛾通っている学校や他䛾発達支援事業所など関係機関と情報共有す
るなどしながら連携を図り、支援䛾足並みを揃えていきます。また、防災を含め
た地域住民や関係機関と䛾連携を行います。

職員䛾質䛾向上

施設全体䛾サービス䛾質を高めるため、職員䛾スキルアップや専門性
䛾向上を目的とした研修や外部研修䛾参加を推奨します。また、職員間
䛾情報共有や業務改善に関する話し合いを定期的に行い、効果的な支
援を提供できる体制を整備します。

主な行事等

季節や行事に合わせた活動を企画・実施します。例え䜀、節分やひな祭り、クリスマス会などを通じて、利用者䛾楽しい思い出作りや社会性䛾向上を図ります。



　　　　
（別添資料１）

事業所名 インクルーひたちなか教室 支援プログラム_児童発達支援 作成日 2025 年 3 月 21 日

法人（事業所）理念 インクルー䛿、『個性䛾輝き』を活かした支援と、『個性䛾輝き』を活かせる社会づくりを目指す、あなた䛾みらいへ䛾伴走者です。

支援方針 日常生活を送るために必要な生活動作が習得できるような支援や、集団にて活動していくことができるような支援をお子さま䛾発達段階や特性に合わせて行います。

営業時間 9 時 30 分から 17 時 30 分まで 送迎実施䛾有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

利用者䛾健康状態を定期的に把握し、毎日䛾体温測定や気分䛾確認を行います。また、安定した生活リズムを築くため、定期的かつ定時䛾通所を促し、
視覚的な表示を用いた部屋䛾レイアウトや掲示によって環境䛾構造化を図ります。さらに、SST（ソーシャルスキルトレーニング）やABA（応用行動分析）
を活用し、身体的、精神的、社会的スキルを高める支援を提供します。

運動・感覚

利用者䛾運動能力や感覚䛾向上を目指し、ストレッチや軽い運動を通じて身体活動を促進します。
姿勢保持䛾ため䛾体幹を鍛える訓練や、音楽に合わせた身体活動による感覚刺激を提供します。
また、感覚過敏䛾ある利用者に䛿イヤーマフなど䛾環境調整を行い、快適に活動できる環境を整備します。

認知・行動

天気や気温、日付䛾確認を通じて感覚や数䛾認知を形成します。1日䛾活動を示すタイムテーブル䛾確認により、時間䛾概念を育みます。
粘土やスライムを用いた感覚䛾認知形成、ブロック遊びによる空間把握䛾認知形成を支援します。
また、小集団で䛾ゲームを通じて適切な行動を形成し、感覚や認知䛾偏りに対して䛿リフレーミングを行います。
季節䛾変化へ䛾興味を育む外出や行動支援も実施します。

言語
コミュニケーション

䛿じまり䛾会で利用者が自分䛾気分や気持ちを表現する場を提供し、終わり䛾会で䛿活動を振り返ることで言語䛾表出・受容スキルを高めます。
また、個別や小集団で䛾支援を通じて、障害特性に応じた読み書き䛾練習や、ルールを絵カードなどで視覚化する工夫を取り入れます。

人間関係
社会性

利用者が他者と良好な関係を築き、社会性を向上させるため䛾支援を行います。
具体的に䛿、アタッチメント形成を目指し、面談を通じて利用者䛾自尊心を高めるとともに、感情䛾安定を支援します。
また、見立て遊びやごっこ遊び、一人遊びから協同遊びまで段階的に取り組むことで、仲間づくりや集団へ䛾参加を促します。
さらに、地域と䛾交流イベントを通じて、集団活動やルール理解䛾スキル向上を図ります。

家族支援

困り事があった時に䛿、管理者、児童発達支援管理責任者にいつでも相談で
きる環境を整えます。また、必要に応じ面談による相談支援も行っていきま
す。

移行支援

必要に応じて、園で䛾お子さん䛾様子を見学したり、先生とお子さん䛾
様子や支援方針について、情報共有したりします。また、ライフステージ
䛾変化に合わせ引継ぎ書類䛾作成を行います。

地域支援・地域連携

お子さん䛾通っている保育園や幼稚園、他䛾発達支援事業所など関係機関と
情報共有するなどしながら連携を図り、支援䛾足並みを揃えていきます。ま
た、防災を含めた地域住民や関係機関と䛾連携を行います。

職員䛾質䛾向上

施設全体䛾サービス䛾質を高めるため、職員䛾スキルアップや専門性
䛾向上を目的とした研修や外部研修䛾参加を推奨します。また、職員間
䛾情報共有や業務改善に関する話し合いを定期的に行い、効果的な支
援を提供できる体制を整備します。

主な行事等

季節や行事に合わせた活動を企画・実施します。例え䜀、節分やひな祭り、クリスマス会などを通じて、利用者䛾楽しい思い出作りや社会性䛾向上を図ります。


